
 
『芸術学研究』投稿規定 

 

平成22年6月16日芸術専攻教員会議承認  

平成28年10月19日芸術専攻教育会議改訂 

1. 『芸術学研究』（以下「本誌」）は筑波大学大学院人間総合科学研究科博士後期課程

芸術専攻の発行する学術研究誌であり、同専攻在学生、同専攻の教員、同専攻に在籍

していた修了生および退学者が投稿できるものとする。共著の場合、これらの者が筆

頭となる論文のみを受け付ける。  

2. 本誌は、原則として一年に 2回原稿募集を行い、年 1回刊行する。原稿募集の度に外

部査読者を含む査読委員による厳正な審査を経て掲載の可否を決定する。同一号に同

一者を筆頭として掲載できる論文は一編のみとする。  

3. 在学生は指導教員の指導を受けて執筆・投稿すること。  

4. 独立・完結した論文とし、連載は認めない。  

5. 内容は芸術学・デザイン学の諸分野に関する論文とする。  

6. 文字原稿の分量は本文・注を合わせて 16,000字以内とする。頁数は題目・要旨・本文・

注・図版・表等をすべて含めた全体で 10頁以内に収めること。  

7. 使用言語は、原則として日本語あるいは英語とし、題目と要旨については和文・英文

の両方を記載すること。英文は事前に必ずネイティブ・チェックを受けること。なお、

不完全の場合は受理しないことがある。英文で本文を執筆する場合は、題目と要旨の

和文について日本語のネイティブ・チェックを受けること。  

8. 文章は固有名詞、引用文を除き、常用漢字・現代仮名遣いに準拠すること。  

9. 提出原稿はワープロ、パソコン仕様とし、日本語論文の書式は別に定める『芸術学研

究』の原稿の書式に従うこと。英語論文の書式は「Chicago Style」か「APA Style」

のいずれかとする。ただし注や引用文献の形式は各自の属する専門分野の学会誌の形

式を使用してもよい。その際は、投稿時に当該学会誌の投稿規程のコピーを示すこと。 

10. 原稿は図・表も含め、完全版下原稿で提出することとし、査読による修正要求に応え

る以外は、校正段階での訂正・変更を認めない。  

11. 図版・表の特別な使用を希望する場合は、予め申し出ること。紙媒体にはカラー図版

を認めないが、ウエブサイトに掲載する原稿にはカラー図版を認める。 

12. 図版等の使用について必要な場合は、投稿者において著作権に関する措置を講じるこ

と。  

13. 原稿提出は、論文編集委員会が定める日時に指定の場所に持参するものとする。指定

日時を過ぎたもの、規定に従わない原稿は受理しない。  

14. 原稿提出日には、プリントアウトした原稿を３部（コピー可）提出する。  

15. 査読の結果、掲載が決定した原稿については、別途指示に従い、プリントアウト１部

および原稿データの入った CD-RやUSBメモリなど記録媒体（氏名・ OS・ソフト名を添

付）を提出する。 

16. 投稿者は、本誌に掲載された論文について、ウエブサイト公開のために、複製または

公衆送信（送信可能化も含む）その他一切の利用を芸術専攻及び筑波大学附属図書館

が行うことを、無償で、地域または期間の限定なく、許諾することとする。 


